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第Ⅰ章 発掘調査及び整備の経緯 

第１節 既往の整備事業 

西都原古墳群は、1912(大正元)年から1917(同６)年にかけて、我が国最初の古墳の学術的・組織

的調査が実施された後、1934(昭和９)年５月１日に国の史跡に、1952(昭和27)年３月29日には、 特

別史跡に指定された。後の追加指定を経て、現在の指定面積は、約58万㎡に及んでいる。そして、 

1966(昭和41)年から1969(同44)年まで、最初の『風土記の丘』として整備事業が行われ、以後、史

跡公園としての環境維持や古墳の保護が図られてきた。 

その状況を踏まえ、宮崎県教育委員会では「史跡の保護」に加えて「活用」という観点から1993・

1994(平成５・６)年度に「西都原古墳群保存整備検討委員会」を設置し、1994(同６)年度末に『西

都原古墳群保存整備基本計画』をまとめたところである。この『整備基本計画』に基づき、1995(同

７)年度より現在にわたる数次の整備事業に着手した。まず、1995(平成７)年度から2002(同14)年度

にかけては「特別史跡 西都原古墳群保存整備推進事業」として、文化庁の補助事業である「大規

模遺跡総合整備事業」（1997(同９)年度より「地方拠点史跡等総合整備事業」）を活用して、発掘調

査の成果を基にした古墳の復元整備工事や環境整備、見学施設の建設、土地公有化などが行われた。 

その後、2003(平成15)年度から2007(同19)年度には「西都原古墳群歴史ロマン再生空間形成事業」

として、46号墳の発掘調査や111号墳の墳丘復元工事などを実施し、2008(同20)年から2013(同25)

年度には「西都原古墳群活用促進ゾーン整備事業」の事業名で、46・47・201・202・284号墳の発掘

調査や46・47・202号墳の墳丘復元工事などを実施した。さらに、2014(同26)年度から2018(同30)

年度には「西都原古墳群調査整備活性化事業」の一環として、101・265号・陵墓参考地周辺・第１

支群横穴墓群の発掘調査や100・171・206号墳の再整備などを実施した。 

現在、上記に記した整備事業を発展継承する形で、「西都原古墳群史跡整備推進事業」を2019年度

(令和元)より５箇年計画で展開しているところである。 

 

第２節 西都原古墳群史跡整備推進事業 

宮崎県教育委員会では、『西都原古墳群保存整備基本計画』を上位計画とし、「西都原古墳群調

査整備活性化事業」の後継事業として、新たな整備実施計画として「西都原古墳群史跡推進事業」

を 2018(平成 30)年度に策定し、2019(令和元)年度より着手中である。この「史跡整備推進事業」は、

史跡整備保存事業としては「特別史跡 西都原古墳群保存整備事業」から数えて第Ⅴ期にあたる。

その目的は、発掘調査及び整備保存の継続によって、西都原古墳群の基礎的理解を深め、その価値

を具現化し、古墳群への県民の広い理解を形成し、史跡保存と継承の実現を目指すものである。 

 現事業の主な実績としては、2019(令和元)年度に第１支群横穴墓群および西都原 115 号墳を対象

とした史跡整備目的の発掘調査(第１次)、101 号墳周辺の環境整備と 265 号墳の墳丘修復工事に関

する工事設計、2020(令和２)年度は西都原 115 号墳(第２次)・291 号墳(第１次)の発掘調査と地中

レーダー探査結果に関する発掘調査による実地検証、西都原古墳群遺構保存覆屋施設(酒元ノ上横穴

墓群）における遺構養生措置を実施した。2021(令和３)年度は、西都原 291 号墳の発掘調査(第２次）

に加えて、地中レーダー探査の結果によって第３支群に存在が推定されている墳丘の滅失した古墳(滅

失古墳)の内容確認を目的とした発掘調査(第１次)、西都原古墳群遺構保存覆屋施設の屋根部を対象

とした再整備工事を行った。 

2022(令和４)年度は、第３支群内の滅失古墳を対象とした発掘調査(第２次)と、西都原 265 号墳

の墳丘修復工事(第Ⅰ期)を実施した(第１図)。 
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第１図　発掘調査対象地の位置

※★は地下式横穴墓、　は主体部と考えられる反応を示す。

第3支群　調査対象地
①滅失古墳１号　②滅失古墳２号

第３支群

●①

●②

第Ⅱ章 2022(令和４)年度の発掘調査 

第１節 第３支群滅失古墳の発掘調査(第２次) 

(1)これまでの経緯 

西都原古墳群第３支群は、西都原 265 号墳(前方後円墳)と西都原 111 号墳(４号地下式横穴墓を内

部主体とする)をはじめとした大小円墳群で構成される。古墳時代中期～後期を中心とした支群と考

えられているが、その群構造や時期的変遷等は不明な点が多い。 

このため、古墳群そのものの全容解明に向けた基礎資料作成を目的に、地中探査・地下マップ制

作事業が着手され、第３支群では2007～2011(平成19～23)年度に実施した地中レーダー探査により、

古墳のうち墳丘部分が滅失した円墳(滅失古墳)や地下式横穴墓と考えられる物理的な反応も多数確

認される成果が得られている(宮崎県教育委員会 2012)。 

 

(2)発掘調査の目的 

第３支群のうち、方墳の可能性がある西都原 291 号墳や首長墓級の大型円墳である西都原 111 号

墳が位置するエリアにも地下式横穴墓および滅失古墳数基の存在が物理的反応から推定された。 

そこで、地中レーダー探査によって得られた物理的反応の性格把握と今後の史跡保護や整備に必

要な情報の収集を行うことを主目的として、2021(令和３)年度より２箇年計画で、古墳周溝の反応

を示した箇所を滅失古墳１～３号と仮称して、トレンチ主体による内容確認のための発掘調査を実

施することとした。 

 

(3)2021(令和３)年度の成果 

2021 年度(初年度)は、滅失古墳１号を対象に発掘調査を実施した。その結果、部分的に周溝までもが

削平されていたが、墳丘径約 11.2ｍに復元される円墳であることが確認され、周溝の南東側では、周溝

埋土を掘削する方形の土坑が検出された。土坑埋土を半截した結果、玄門状の掘り込みが墳丘側壁面に

確認され、それより奥側は地中レーダー探査で把握された空洞反応箇所と合致することから、方形の土

坑は地下式横穴墓の竪坑と判断されるに至った。古墳の築造時期については、出土遺物に乏しいため判

然としないが、古墳時代後期～終末期の時間幅に収まるものとみられる。 

 

(3)2022(令和４)年度の成果  

2022 年度(２年度目)は、滅失古墳２号と３号を対象に発掘調査を実施した。 

(ａ)滅失古墳２号 

各トレンチの概要 

調査トレンチは、滅失円墳の中心から磁北を基準に、東・西・南・北に軸をとり４箇所に設定し、

さらに周溝の延伸方向や全体形を確認するため部分的に拡張を行った。（図３） 

西側トレンチ(２－Ｗ）：西側に位置する園路の近くに見られる周溝状の反応を確認するため、1 番

目に掘削に着手した。近現代の土坑に一部撹乱を受けているものの、上端幅約 1.7ｍ～1.8ｍ、下端

幅約 0.6～0.7ｍ、検出面からの深さ約 0.5ｍの周溝を確認した。確認された周溝の円弧から推定し、

中心を挟んで東側にトレンチを設定した。 

東側トレンチ(２－Ｅ）：上端幅約 1.7ｍ～1.9ｍ、下端幅約 0.7～1.0ｍ、検出面からの深さ約 0.5～

0.6ｍの周溝を確認した。墳丘由来と考えられる粒状のアカホヤの堆積が認められた。 

南側トレンチ(２－Ｓ）：上端幅約 1.7ｍ～1.8ｍ、下端幅約 0.7～1.0ｍ、検出面からの深さ約 0.4～

0.5ｍの周溝を確認した。周溝床面から浮いた状態で土師器模倣坏蓋、坏(赤色塗彩）、鉢が出土して

いる。 
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北側トレンチ(２‐Ｎ）：上端幅約 1.7ｍ、下端幅約 1.0ｍ、検出面からの深さ約 0.5～0.6ｍの周溝

を確認した。床面から浮いた状態で土師器模倣坏身、甕の出土が確認されている。 

 

小結 今回の調査の結果、滅失古墳２号は円墳で、周溝上端幅は約２ｍで、下端幅約 0.7ｍ、墳丘

径は約９ｍ、周溝まで含めた規模は 11～12ｍ＋αと判明した。地中レーダー探査の結果とは、ほぼ

合致している。 

また、周溝内からは、２‐Ｎ、２－Ｓの各トレンチより遺物の出土が認められた。２‐Ｎ出土の

土師器模倣坏身、２－Ｓ出土の土師器模倣坏蓋等は新富町石舟塚古墳 45 号、宮崎市浄土江遺跡 402

号住居跡出土遺物と類似性がみられる。よって、出土遺物の時期から古墳の築造時期は６世紀後半

頃と推定される。 

 

ｂ)滅失古墳３号 

各トレンチの概要 

調査トレンチは、２号墳同様、磁北を基準に滅失円墳の中心から東・西・南・北に軸をとり４箇

所に設定し、さらに周溝の延びを確認するため部分的に拡張を行った。(図４） 当該箇所は、かつ

て住居とされる建物があったとのことで、その造成の影響によるものか、現地表からアカホヤ火山

灰層の上面は削平を受け、建築材や砂利が混入し、硬くしまっている。 

東側トレンチ(３－Ｅ）：115 号の西側に位置する。トレンチ内からは、滅失古墳および 115 号墳に

伴うとみられる周溝は確認されなかった。 

西側トレンチ(３－Ｗ）：116 号墳の東側に位置する。トレンチ西側では 116 号墳裾部の可能性のあ

る箇所まで住居に伴うとみられる攪乱が認められ、 陶器製の湯たんぽや建築材の波板等が確認され

た。そうした攪乱により削平を受けているが、116 号墳の周溝の東側の立ち上がり(周溝外縁)が確

認された。 

北側トレンチ(３－Ｎ）：周溝推定箇所では攪乱坑が検出された。 

南側トレンチ(３－Ｓ）：墳丘推定箇所の中心から約５ｍで、上端幅約 1.5～1.7ｍの周溝が確認され

た。周溝埋土中から須恵器坏身、坏蓋、甕や土師器坏の出土が見られた。 

 

小結 現時点では、当初の想定位置に滅失古墳は認められないことから３－Ｓトレンチで検出され

た周溝を滅失古墳３号とする。この滅失古墳３号は、周溝上端幅約 1.5～1.7ｍで、周溝まで含めた

規模は 10ｍ＋αを測る円墳と考えられる。 

遺物は、３－Ｓトレンチの周溝埋土中で確認されている。出土した須恵器坏身、坏蓋は和泉陶邑

窯編年のＴＫ47 型式に相当するとみられ、古墳の築造時期は５世紀末頃と推定される。 

調査の中で、周溝そのものの存在が把握できたのは、３－Ｓトレンチで、それ以外は、116 号墳

の周溝や近現代の撹乱が検出された。 

滅失古墳３号に加え、116 号墳の周溝外縁の立ち上がりも確認された事は大きな成果である。 
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写真２ 

滅失古墳２号西側（２－Ｗ） 

トレンチ周溝完掘状況（右側 

は攪乱坑）（南西より） 

 
 
 
 
 
 

写真３ 

滅失古墳２号北側（２－Ｎ） 

周溝内遺物出土状況（東より） 
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滅失古墳２号東側（２－Ｅ） 

トレンチ周溝完掘状況 

（北東より） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 

滅失古墳２号南側（２－Ｓ） 

周溝内遺物出土状況（南より） 

 
 
 
 
 
 

写真５ 

滅失古墳３号南側（３－Ｓ） 

周溝検出状況（南より） 

 
 
 
 
 
 

写真６ 

滅失古墳３号南側（３－Ｓ） 

遺物出土状況（北より） 
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第Ⅲ章 西都原 265 号墳の保存整備 
西都原 265 号墳(船塚)は、西都原古墳群における西都原台地最北端のグループである第３支群に

位置する同支群唯一の前方後円墳である。この 265 号墳は整備目的の発掘調査が実施され、その成

果報告は 2019(平成 31)年に刊行されている。2019(令和元)年度には、調査成果に基づく墳丘修復工

事設計を終えている。復元整備工事については、現整備事業の見直し等によって 2022(令和 4)年度

から複数箇年計画で実施することとなった。 

初年度(2022 年度)の整備工事は、後円部北側の一区画を対象とし、樹根切り崩し工・土工・植栽

工を実施した。最終的には張芝を行い、本来の遺構面(葺石面)から約 30cm の保護盛土を施した２段

築成の墳丘を復元した。次年度以降も引き続き整備工事を実施する予定である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７  

西都原 265 号墳墳丘修復工事(整

備工事)状況（北東から） 

 写真中央は、2022(令和 3)年度

着手工事箇所であり、二段築成の

墳丘に復元している。 

写真８  

西都原 265 号墳墳丘修復工事(整

備工事)状況（東から） 

 墳丘二段目は葺石が良好に残存

しており、その傾斜面は中程付近

で角度を変えて墳裾に至る構造で

あるため、保護盛土の厚さを調整

させながら、表現することに留意

した。 
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